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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年3月期第３四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第３四半期 172,541 △3.3 7,449 4.7 7,385 4.0 4,203 75.9

22年3月期第３四半期 178,340 △9.3 7,113 69.2 7,101 77.8 2,388 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第３四半期 195 20 ―

22年3月期第３四半期 110 94 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第３四半期 794,978 73,838 7.8 2,889 49

22年3月期 741,252 60,039 8.1 2,788 25

(参考) 自己資本 23年3月期第３四半期 62,219百万円 22年3月期 60,039百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ─ 22 00 ─ 22 00 44 00

23年3月期 ─ 22 00 ─

23年3月期(予想) 22 00 44 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 225,000 △5.2 8,500 10.7 8,500 11.2 5,000 60.1 232 20

http://www.necap.co.jp/


 

  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお予想数

値に関する事項については、四半期決算短信（添付資料）4ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ

さい。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.5「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 有

  新規7社 (社名) 株式会社リサ・パートナーズ 他

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期3Ｑ 21,533,400株 22年3月期 21,533,400株

② 期末自己株式数 23年3月期3Ｑ 349株 22年3月期 301株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Ｑ 21,533,070株 22年3月期3Ｑ 21,533,099株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 ………………………………………… 2 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………… 2  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………… 3 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………… 4 

2. その他の情報 …………………………………………………………………………… 5 

(1) 重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………… 5 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………… 5 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………… 5 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ……………………………………… 6 

3. 四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………… 7 

(1) 四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………… 7 

(2) 四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………… 9 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………10 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ………………………………………………………12 

(5) セグメント情報 ………………………………………………………………………12 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ………………………………14 

(7) 経営上の重要な契約等に関する注記 ………………………………………………14 

(8) 企業結合等に関する注記 ……………………………………………………………14 

4. 補足情報 …………………………………………………………………………………16 

(1) 事業の種類別状況 ……………………………………………………………………16 

(2) 営業資産残高 …………………………………………………………………………17 

  

○添付資料の目次

ＮＥＣキャピタルソリューション（株）　（8793）　平成23年3月期　第3四半期決算短信

　-　1　-



 当社グループは、当社が平成22年12月22日に株式会社リサ・パートナーズの総株主の議決権数に対して所

有割合88.4％となる普通株式を公開買付及び当社保有の同社第１種優先株式を普通株式転換により取得した

ことに伴い、同社及び同社の関係会社を連結対象としております。当社の当第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表においては、同社グループのみなし取得日を平成22年12月31日としているため、時価評

価した同社グループの資産及び負債を連結しておりますが、同社グループの業績は四半期連結損益計算書に

は含めておりません。 

  

（当第３四半期の概況） 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益に改善の兆しが見られるものの、エコカー

補助金等の各種経済対策の打ち切りや、海外景気の下振れ懸念及び為替・株価の変動などにより、本格的な

回復基調までには至らず、足踏み状態が続いております。 

 当社グループの属するリース業界におきましては、設備投資が持ち直しを見せているものの、リース会計

基準の見直しに伴う大企業を中心としたリース離れの傾向が依然として継続しており、業界全体の平成22年

12月累計のリース取扱高は前年同期比7.8％減の３兆3,273億35百万円となっております。（出典：社団法人

リース事業協会「リース統計」） 

 このような状況下において、当社賃貸事業では、当第３四半期連結累計期間におけるリース契約実行高

が、前年同期比26.2％減の924億36百万円と低調に推移しました。これは主に前期の官公庁の予算削減によ

る引き締め等の影響から期首の未検収残高が少なかったことと、ポートフォリオの改善を目指した案件絞り

込みに起因しておりますが、足下では官公庁等の成約高は改善しており、期末にかけての契約実行高の回復

に結び付けるべく努力を重ねております。当社としては、メーカー系ファイナンス会社として、ＮＥＣのソ

リューションビジネスに付加価値を提供するという切り口から市場を拡大すべく、営業活動を展開中であり

ます。なお、継続実施中の与信管理体制の強化が奏効した結果、貸倒引当金繰入額は減少しております。 

一方、営業貸付事業においては、従来のＮＥＣグループの商流に留まらない幅広い顧客を対象としたファ

イナンス案件に取り組むことにより、当第３四半期連結累計期間の契約実行高が、前年同期比13.7％増の

1,929億73百万円となるなど、着実に実績を積み上げて参りました。 

なお、前年同期において、金融マーケットの回復に伴うデリバティブ評価益25億39百万円（同売却損益を

含む）を営業損益に計上しましたが、複合金融商品の大部分を前期に売却した結果、当第３四半期連結累計

期間におけるデリバティブ評価益は２億73百万円となっております。 

 また、前年同期において、保有する有価証券の減損処理により投資有価証券評価損17億32百万円を特別損

益に計上しましたが、当第３四半期連結累計期間においては、減損処理の必要な有価証券は存在しません。 

 以上により、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高1,725億41百万円（前年同期比3.3％減）、営業

利益74億49百万円（同4.7％増）、経常利益73億85百万円（同4.0％増）、四半期純利益42億３百万円（同

75.9％増）となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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（事業の種類別セグメントの業績） 

①賃貸事業 

 賃貸事業の売上高は、前年同期比5.6%減の1,548億94百万円となったものの、貸倒引当金繰入額等の減少

により販売費及び一般管理費が減少したことで、営業利益は前年同期比65.9%増の74億６百万円となりまし

た。 

  

②営業貸付事業 

 営業貸付事業の売上高は、企業融資の利息収入の増加等により、前年同期比29.1%増の37億９百万円とな

りました。一方、貸倒引当金繰入額の増加により販売費及び一般管理費が増加し、営業損益は前年同期比９

億27百万円減の６億５百万円の営業損失となりましたが、企業融資やファクタリングを中心に、営業貸付事

業の契約実行高は前年同期比13.7％増になるなど着実に実績を積み上げており、今後も収益性を高めて参り

ます。 

  

③その他の事業 

 その他の事業の売上高は、解約売上が増加したこと等により、前年同期比23.1％増の139億37百万円とな

りました。一方、前年同期において金融マーケットの回復に伴うデリバティブ評価益25億39百万円（同売却

損益を含む）を計上しましたが、複合金融商品の大部分を前期に売却した結果、当第３四半期連結累計期間

におけるデリバティブ評価益が２億73百万円に減少したため、営業利益は前年同期比48.7％減の17億26百万

円となりました。 

  

（資産、負債、純資産等の状況に関する分析） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて537億25百万円増加し、

7,949億78百万円となりました。主な要因としては、リース債権及びリース投資資産が457億87百万円減少し

たものの、連結範囲の変更により、販売用不動産が407億７百万円、買取債権が181億14百万円、営業投資有

価証券が139億93百万円増加したことによります。なお、販売用不動産については、早期の売却を予定して

おります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べて399億27百万円増加し、7,211億40百万円となりました。主な要因とし

ては、コマーシャル・ペーパーが520億円、長期を含む債権流動化に伴う支払債務が42億60百万円減少した

ものの、１年内償還予定を含む社債が211億円増加し、１年内返済予定を含む長期借入金が652億46百万円増

加したことによります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて137億98百万円増加し、738億38百万円となりました。主な要因とし

ては、連結範囲の変更により、少数株主持分が115億48百万円増加したことによります。また株主資本は、

前連結会計年度末に比べて32億55百万円増加し、618億62百万円となりました。主な要因としては、当第３

四半期連結累計期間における四半期純利益42億３百万円による増加及び剰余金の配当による減少額９億47百

万円によります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、353億51百万円となりました。各キャッシ

ュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における営業活動の結果により得られた資金は541億67百万円（前年同期は、

270億81百万円の収入）となりました。これは主にリース債権及びリース投資資産の減少額457億87百万円が

あったことによります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における投資活動によって使用した資金は△１億97百万円（前年同期は、46億

90百万円の収入）となりました。これは主に有価証券の償還による収入37億８百万円があったものの、社用

資産の取得による支出△26億75百万円及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出△17億54百

万円があったことによります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における財務活動によって使用した資金は△430億73百万円（前年同期は、△

362億38百万円の支出）となりました。これは主に長期借入による収入468億96百万円及び社債の発行による

収入150億円があったものの、コマーシャル・ペーパーの減少額△520億円及び長期借入金の返済による支出

△404億47百万円があったことによります。 

  

平成23年３月期の連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の実績に加え、引き続き資金

原価や販管費の減少が予想されることから、売上高225,000百万円、営業利益8,500百万円、経常利益8,500

百万円、当期純利益5,000百万円に修正いたします。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 新規７社 

 株式会社リサ・パートナーズ 

 リサ企業再生債権回収株式会社 

 リサ・コーポレート・ソリューション・ファンド投資事業有限責任組合 

 リサ・コーポレート・ソリューション・ファンド２号投資事業有限責任組合 

 美ら島投資事業有限責任組合 

 ＮＲ投資事業有限責任組合 

 匿名組合Ｒ－Ｊファンド 

  

  1.簡便な会計処理 

 ①一般債権の貸倒見積高の算定に関しては、前連結会計年度末の貸倒実績率等を合理的な方法により補

正して貸倒見積高を算定しております。 

 ②法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

 ③繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、重要な企業結合が生じ、一時差異等の発生状況について

前連結会計年度末から大幅な変動があると認められたため、繰延税金資産の回収可能性の判断にあた

り、財務諸表利用者の判断を誤らせない範囲において、前連結会計年度末の検討において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングに、当該著しい変化又は大幅な変更による影響を加味したも

のを使用しております。 

  

  2.特有の会計処理 

   該当事項はありません。 

  

   1.「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は４百万円、税金等調整前四半期純利益は81百万円それぞれ減少し

ております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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   2.「企業結合に関する会計基準」等の適用 

 当第３四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月

26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発

費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する

会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第

16号 平成20年12月26日公表分）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企

業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

   3.表示方法の変更 

（四半期連結貸借対照表） 

前第３四半期連結会計期間末において、流動資産の「その他」に含めていた「販売用不動産」は金額

的重要性が増加したため、当第３四半期連結会計期間末では区分掲記することとしております。なお、

前第３四半期連結会計期間末の流動資産の「その他」に含まれる「販売用不動産」は291百万円でありま

す。 

  

 該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 35,170 24,398 

受取手形 71 － 

割賦債権 23,849 27,796 

リース債権及びリース投資資産 440,639 486,426 

営業貸付金 148,040 141,151 

賃貸料等未収入金 20,360 21,506 

販売用不動産 40,707 － 

営業投資有価証券 13,993 － 

買取債権 18,114 － 

その他 13,767 11,481 

貸倒引当金 △12,930 △9,593 

流動資産合計 741,783 703,167 

固定資産   

有形固定資産   

賃貸資産 7,650 8,263 

賃貸資産処分損引当金 △234 △274 

社用資産 824 404 

有形固定資産合計 8,239 8,393 

無形固定資産   

賃貸資産 577 277 

のれん 9,823 － 

その他 5,489 3,572 

無形固定資産合計 15,891 3,849 

投資その他の資産   

投資有価証券 21,551 20,163 

その他 13,562 11,448 

貸倒引当金 △6,049 △5,770 

投資その他の資産合計 29,064 25,841 

固定資産合計 53,195 38,085 

資産合計 794,978 741,252 
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 611 946 

買掛金 13,561 10,929 

短期借入金 9,341 11,636 

1年内返済予定の長期借入金 142,549 83,334 

1年内償還予定の社債 6,100 － 

コマーシャル・ペーパー 118,000 170,000 

債権流動化に伴う支払債務 2,530 5,330 

未払法人税等 3,634 34 

その他 24,717 19,967 

流動負債合計 321,046 302,178 

固定負債   

社債 25,000 10,000 

長期借入金 365,218 359,187 

債権流動化に伴う長期支払債務 － 1,460 

退職給付引当金 1,368 1,491 

その他 8,506 6,895 

固定負債合計 400,094 379,034 

負債合計 721,140 681,213 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,776 3,776 

資本剰余金 4,648 4,648 

利益剰余金 53,437 50,182 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 61,862 58,606 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 260 1,414 

繰延ヘッジ損益 105 20 

為替換算調整勘定 △8 △1 

評価・換算差額等合計 357 1,433 

新株予約権 69 － 

少数株主持分 11,548 － 

純資産合計 73,838 60,039 

負債純資産合計 794,978 741,252 
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 178,340 172,541 

売上原価 157,219 152,186 

売上総利益 21,120 20,354 

販売費及び一般管理費 14,006 12,905 

営業利益 7,113 7,449 

営業外収益   

受取利息 6 41 

受取配当金 29 31 

有価証券売却益 72 － 

投資有価証券売却益 － 27 

持分法による投資利益 25 － 

その他 41 29 

営業外収益合計 175 130 

営業外費用   

支払利息 81 89 

投資有価証券売却損 － 10 

持分法による投資損失 － 2 

為替差損 11 43 

固定資産除却損 38 0 

投資事業組合関連費 51 42 

その他 4 4 

営業外費用合計 188 194 

経常利益 7,101 7,385 

特別損失   

投資有価証券評価損 1,732 － 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 77 

段階取得に係る差損 － 114 

特別損失合計 1,732 191 

税金等調整前四半期純利益 5,368 7,194 

法人税、住民税及び事業税 58 3,526 

法人税等還付税額 △491 － 

法人税等調整額 3,412 △535 

法人税等合計 2,979 2,990 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,203 

少数株主利益 － － 

四半期純利益 2,388 4,203 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,368 7,194 

減価償却費 2,562 2,460 

段階取得に係る差損益（△は益） － 114 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,702 3,680 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 295 △122 

賃貸資産処分損益（△は益） △509 △662 

有価証券売却損益（△は益） △72 － 

投資有価証券売却損益（△は益） △768 △16 

投資有価証券評価損益（△は益） 1,732 － 

受取利息及び受取配当金 △35 △73 

資金原価及び支払利息 4,479 4,375 

為替差損益（△は益） △230 △706 

デリバティブ評価損益（△は益） △1,777 △273 

持分法による投資損益（△は益） △25 2 

賃貸資産の取得による支出 △2,055 △2,132 

賃貸資産の売却による収入 1,718 1,372 

割賦債権の増減額（△は増加） 4,240 3,947 

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は増
加）

27,139 45,787 

営業貸付金の増減額（△は増加） △177 △13,093 

売上債権の増減額（△は増加） 491 1,796 

仕入債務の増減額（△は減少） △12,514 2,370 

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,166 2,299 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 77 

その他 △2,945 △537 

小計 30,786 57,860 

利息及び配当金の受取額 345 266 

利息の支払額 △4,093 △3,956 

法人税等の支払額 △509 △207 

法人税等の還付額 553 205 

営業活動によるキャッシュ・フロー 27,081 54,167 
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 222 － 

有価証券の償還による収入 6,155 3,708 

社用資産の取得による支出 △228 △2,675 

投資有価証券の取得による支出 △3,459 △675 

投資有価証券の売却による収入 1,417 68 

投資有価証券の償還による収入 547 1,094 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △1,754 

その他 36 37 

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,690 △197 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △36,130 △7,313 

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） △6,000 △52,000 

長期借入れによる収入 69,938 46,896 

長期借入金の返済による支出 △56,698 △40,447 

債権流動化の返済による支出 △6,400 △4,260 

社債の発行による収入 － 15,000 

自己株式の取得による支出 － △0 

配当金の支払額 △947 △947 

財務活動によるキャッシュ・フロー △36,238 △43,073 

現金及び現金同等物に係る換算差額 41 △78 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,425 10,819 

現金及び現金同等物の期首残高 25,003 24,532 

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,578 35,351 
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 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

    該当事項はありません。 

  

  a．事業の種類別セグメント情報 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 
 （注）１．事業の区分は、主たる営業取引の種類により区分しております。 

    ２．各事業区分の主要品目は以下のとおりであります。 

      ①賃貸事業・・・・情報・事務用機器、産業・土木・建設機械等の賃貸（リース・レンタ 

               ル）業務等 

      ②営業貸付事業・・金銭の貸付、ファクタリング、割賦販売業務等 

      ③その他の事業・・物品売買、賃貸取引の満了・中途解約に伴う物件売却、保守料の回収 

               代行業務等 

  

 ｂ．所在地別セグメント情報 

  前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメ 

  ント情報の記載を省略しております。 

  

  ｃ．海外売上高 

  前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載は省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

 賃貸事業 営業貸付事業 その他の事業 計 消去又は全社 連結

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

 売上高 164,147 2,873 11,319 178,340 - 178,340

 営業利益 4,463 321 3,367 8,152 △1,038 7,113
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 セグメント情報 

  １．報告セグメントの概要 

       当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営  

   者が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている   

   ものであります。 

    当社は官公庁・自治体や大企業から中小企業までの幅広い顧客層に対して、リースや割賦・企 

   業融資などのファイナンスサービスを提供しており、サービスの形態に応じた区分である「賃貸 

   事業」、「営業貸付事業」、「その他の事業」の３つを報告セグメントとしております。 

    「賃貸事業」は情報・事務用機器、産業・土木・建設機械等の賃貸（リース・レンタル）業務 

   等を行っております。「営業貸付事業」は、金銭の貸付、ファクタリング、割賦販売業務等を行 

   っております。「その他の事業」は、物品売買、賃貸取引の満了・中途解約に伴う物件売却、保 

   守料の回収代行業務等を行っております。 

  

  ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：百万円） 

 
（注）１.調整額△1,077百万円は、セグメント利益又は損失と四半期連結損益計算書の営業利益との差額で

あり、主に各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 ２.新たに連結の範囲に含まれた連結子会社のみなし取得日を平成22年12月31日としているため、連

結子会社の業績は四半期連結損益計算書に含めておりません。 

  

  （追加情報） 

   第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17 

  号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計 

  基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 
報告セグメント

調整額

（注）

四半期連結 

損益計算書 

計上額

 
賃貸事業 営業貸付事業 その他の事業 計

売上高 154,894 3,709 13,937 172,541 - 172,541

セグメント利益又は損失(△) 7,406 △605 1,726 8,526 △1,077 7,449
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 該当事項はありません。 

  

当社は、平成22年10月29日付で、株式会社リサ・パートナーズとの間で、当社による同社株式等に対

する公開買付を含む一連の手続を通じた同社の完全子会社化に関する「経営統合に関する合意書」を締

結いたしました。 

これに基づき、平成22年11月１日から平成22年12月14日までの期間において公開買付を実施し、本公

開買付が成立いたしました。これにより株式会社リサ・パートナーズ及び同社の関係会社を、平成22年

12月22日に連結対象としております。 

  

 当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

 取得による企業結合 

 １.被取得企業の名称及び事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式

及び取得した議決権比率 

①被取得企業の名称及び事業内容 

 被取得企業の名称 株式会社リサ・パートナーズ 

 事業の内容    プリンシパル投資事業、ファンド事業、インベストメントバンキング事業 

②企業結合を行った主な理由 

株式会社リサ・パートナーズには、アドバイザリー機能、ファンド運営機能、サービサー機能、多

様なアセットマネジメント機能及び全国の金融機関との強固なネットワークについて一定の強みも

あり、当社と同社との協業により当社と同社の双方におけるビジネス面の成果を追及することが可

能であるため。 

③企業結合日 

 平成22年12月22日 

④企業結合の法的形式 

 株式取得 

⑤取得した議決権比率 

 企業結合直前に所有していた議決権比率  25.9％ 

 企業結合日に追加取得した議決権比率   62.5％ 

 取得後の議決権比率           88.4％ 

   

 ２.四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の

業績の期間 

平成22年12月31日をみなし取得日としているため、該当する期間はありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(7) 経営上の重要な契約等に関する注記

(8) 企業結合等に関する注記
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 ３.被取得企業の取得原価及びその内訳 

企業結合直前に所有していた株式会社リサ・パートナーズの普通株式の時価  3,885百万円   

企業結合日に追加取得した株式会社リサ・パートナーズの普通株式の時価   9,405百万円 

取得に直接要した費用（アドバイザリー費用等）               270百万円 

 被取得企業の取得原価                          13,562百万円 

  

 ４.被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額 

被取得企業の取得原価             13,562百万円 

取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額  13,676百万円 

差額（段階取得に係る差損）           △114百万円 

  

 ５.発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

①発生したのれんの金額 

 9,823百万円 

②発生原因 

 将来期待される超過収益力であります。 

③償却方法及び償却期間 

 10年間にわたる均等償却 

④のれんの金額は暫定的に算定された金額であります。 

  

 ６.企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四

半期連結損益計算書に及ぼす影響の概算額 

 売上高     73億23百万円 

 経常利益    ７億41百万円 

 四半期純損失 △73億59百万円 

 なお、当該四半期純損失は、のれんの金額に反映されております。 
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 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （単位：百万円）

 
  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

 （単位：百万円）

 
 （注）１．事業の区分は、主たる営業取引の種類により区分しております。 

     ２．各事業区分の主要品目 

     ①賃貸事業・・・・情報・事務用機器、産業・土木・建設機械等の賃貸（リース、レンタ 

              ル）業務等 

     ②営業貸付事業・・金銭の貸付、ファクタリング、割賦販売業務等 

     ③その他の事業・・物品売買、賃貸取引の満了・中途解約に伴う物件売却、保守料の回収 

              代行業務等 

  

4. 補足情報

(1) 事業の種類別状況

事業区分 売上高 売上原価 差引利益 資金原価 売上総利益
販売費及び 
一般管理費

営業損益

賃貸事業 164,147 146,368 17,779 4,010 13,768 9,304 4,463
 営業貸付 2,158 - 2,158 10 2,148 530 1,617

割賦 714 0 713 280 433 1,729 △1,296

営業貸付事業 2,873 0 2,872 290 2,581 2,260 321

その他の事業 11,319 6,452 4,867 96 4,770 1,402 3,367

調整 - - - - - 1,038 △1,038

合計 178,340 152,821 25,518 4,397 21,120 14,006 7,113

事業区分 売上高 売上原価 差引利益 資金原価 売上総利益
販売費及び 
一般管理費

営業損益

賃貸事業 154,894 136,802 18,091 3,889 14,202 6,795 7,406
 営業貸付 3,085 - 3,085 157 2,927 3,175 △247

割賦 624 0 624 220 403 761 △357

営業貸付事業 3,709 0 3,709 378 3,331 3,936 △605

その他の事業 13,937 11,097 2,840 18 2,821 1,095 1,726

調整 - - - - - 1,077 △1,077

合計 172,541 147,900 24,641 4,286 20,354 12,905 7,449
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 （単位：百万円）

 
 （注）連結範囲の変更に伴い、当第３四半期連結会計期間末における営業貸付事業の営業資産残高は、営

業投資有価証券が13,993百万円、買取債権が18,114百万円、投資有価証券が9,782百万円それぞれ増加

し、その他の事業の営業資産残高は、早期売却予定の販売用不動産が40,707百万円増加しました。 

な   なお、販売用不動産の金額的重要性が増加したことに伴い、前第３四半期連結会計期間末では291百

万円、前連結会計年度末では27百万円をその他の事業として表示しております。 

(2) 営業資産残高

前第３四半期 当第３四半期  （参考）

事業区分
連結会計期間末 連結会計期間末 増減 前連結会計年度末

（平成21年12月31日） （平成22年12月31日）  （平成22年３月31日）

金額 構成比 金額 構成比 金額 金額 構成比

        

賃貸事業 487,611 76.3 448,867 63.4 △38,744 492,742 73.5

        

営業貸付事業 151,820 23.7 217,861 30.8 66,040 177,223 26.5

その他の事業 291 0.0 40,707 5.8 40,415 27 0.0

        

合計 639,724 100.0 707,436 100.0 67,711 669,992 100.0
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